拡散テンソル画像の複数パラメータを用いた神経膠腫の悪性度予測 by Inano, Rika






Type Thesis or Dissertation
TextversionETD
Kyoto University
京都大学 博士（ 医 学 ） 氏 名 稲 野 理 賀 
論文題目 
























断された 33 名（低悪性度 14 名、高悪性度 19 名）である。DTI の代表的パラメータ









よ び 高 悪 性 度 神 経 膠 腫 を 区 別 で き (p<0.001) 、 感 度 84.8% （ 95% 信 頼 区 間 = 
0.845–0.852)、特異度 74.5%（0.733–0.757)、正確度 80.4%（0.800–0.809)と高い予
測性能を示した。さらに、両群で比較したところ、16 クラスのうち、クラス番号 14，
15，16 の割合が高悪性度神経膠腫で有意に多かった（p<0.005, p<0.001, p<0.001）。
作成されたクラスタリング画像は、これらのクラス番号に注目することで、視覚的に
も悪性度の判定に有用であった。 











し難い。そこで本研究では、神経膠腫 33 名（低悪性度 14 名、高悪性度 19 名）の術
前拡散テンソル画像(DTI)から計算された拡散強調、拡散異方性、平均拡散係数、第
1 固有値、第 2 固有値、第 3 固有値、T2 の単純な 7 つの DTI パラメータを特徴量とし、
自己組織化マップと K-means 法を組み合わせた教師なし学習アルゴリズムを用いた
クラスタリング法により、悪性度予測に関連した情報を１つの画像として表示する手
法を開発した。この画像は視覚的な悪性度判定にも有用で、さらに、サポートベクタ
ーマシンを用いた客観的な悪性度予測性能評価によっても良好な成績を示した。以上
の結果により、DTI の複数かつ単純な特徴量から機械学習の手法を用いて作成したク
ラスタリング画像により、非侵襲的に神経膠腫の悪性度を精度良く予測できることが
示唆された。 
以上の研究は神経膠腫の MRI 画像による術前診断に貢献し、脳腫瘍研究の発展に寄与
するところが大きい。 
したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、平成２８年２月２６日実施の論文内容とそれに関連した
諮問を受け、合格と認められたものである。 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
